
★  お 申 し 込 み は 、 9 月 ２ 日 （ 水 ） か ら で す 。 こ ち ら の Q R コ ー ド か ら お 申 込 み く だ さ い 。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

（令和８年９月発行） 

府中ひかり保育園子育て支援センター 

 



  

のりものをより身近に感じられるこの絵本。他にも『ピン・ポン・バス』 

『おはよう！しゅうしゅうしゃ』など、同じ竹下文子さんと鈴木まもるさん 

ペアによるのりもの絵本がたくさんあります。 

この絵本にも、他の絵本の登場人物やのりものが 

こっそり登場しているので、探してみるのも 

楽しいですよ。他の絵本といっしょに、ぜひ 

読んでみてくださいね。         （偕成社の絵本＆読み物案内より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月９日は救急の日。子どもの動きは予測がつかない上に、ずっと目を離さないでいるのも困難です。 

子供の目線に立って、家具・家電の置き場所など、危険な場所・物をもう一度見直してみましょう。 

・テーブルの角にはクッション材を付ける          ・刃物は使ったら引き出しの奥に片付ける 

・調理後は鍋やフライパンの柄の向きを変える        ・テーブルクロスは使わない 

・引き出しはガードで開かないようにする          ・熱湯などを扱うとき、子どもがそばにいないか注意する 

・手の届く場所にいろいろな物を置かない（危険な物は高い所に置くか、引き出しに入れる等、目に入らないようにする） 

・キッチンに入れないように、ベビーゲートを設置するのもおすすめです 

キッチンでは・・・ 

・危険な物が上から落ちて来ない様に固定する        ・タバコや小物は手の届くところに置かない  

・アイロンは子どものいるところでかけない         ・暖房器具には柵をつける  

・テラスや窓のそばには、踏み台となるものを置かない         

・子どもの手の届くところに掛け布団やビニール袋などを置かない 

リビングでは・・・ 

お風呂場では・・・ 

・子供だけで浴室に入れないようベビーゲートを設置する   ・洗濯機や洗面器に、バケツに水を貯めたままにしない 

・大人が洗髪する際には、子どもを浴槽から出す       ・洗濯機にはチャイルドロックをかける        

・子どもは大人の後に浴室に入れ、先に浴室から出す     ・入浴後は浴槽の水を抜く 

※ 子どもは声や音を出さず静かに溺れることもあります。浮き輪の使用中でも事故が発生しています。 

少しの時間、少しの水量と油断せず、子どもの見守りと合わせて溺水事故が起こらない環境づくりを行いましょう! 

子どもの成長・発達は早く、昨日までできなかったことが今日はできるようになります。子どもの成長や 

発達に一歩先駆けて常に家庭内を整理整頓し、危険物を避けるなどこころがけることが大切です。 

 子どもの行動から起こりうる事故を予想して、楽しく安全に「おうち時間」を過ごしましょう。  

（日本赤十字社広島県支部 HP・消費者庁 HP 参照） 

（2026 年 9 月発行） 

『 いそげ！きゅうきゅうしゃ 』  

作者：竹下文子  絵：鈴木まもる  出版社：偕成社  ￥1,080 

司令室に電話がかかってきました。 

「公園でけがをした人がいます。救急車をお願いします！」 

現場でけがの様子を確認して、応急手当て。そのあとは町の 

病院まで、ふたたびサイレンを鳴らして走ります。 

         今度は急病人の連絡を受けて、町はずれの家まで走った救急車。 

患者のおじいさんの様子をみて、大きな病院に行った方がいいと判断しました。 

でも、移動に時間がかかってしまいそう。  そこで登場するのが…。 


